
①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
国土調査（地籍調査）未完了地区の施業が困難である。（境界不明瞭のため）

評価結果の根拠

及び今後の課題
（担当課長記入）

計画的に執行され、市有林の健全な育成につながっている。森林環境譲与税を活用して、地籍調査

未完了地区の対策を検討していただきたい。

2021年度方向性 西之表北団地の市有林整備を継続する。

事業の意図 市有林の健全な育成を図る。

事業の実績
と
成果

取組内容
間伐予定地の地形・収量比数等の現地調査により設計し、管内林業事業体に施業を委託し

た。

成　果 市有林の健全な育成が計画的に図れた。

事業名 市有林整備事業 総事業費 7,425 千円

長期振興計画
の位置づけ

施策名 林業の振興

基本事業名 森林環境整備



①　計画　（Plan）

②　実施　（Do）

③　振り返り（Check）

④　改善（Ａｃｔｉｏｎ）

【参考資料】　　

※事業の取組内容・成果がわかる写真や図・グラフ等 説明

事業実施上の課題
（事業担当者記入）

県単事業や補助事業の採択基準に合致しない区間が多く、単独費を充当していく必要がある。

評価結果の根拠
及び今後の課題
（担当課長記入）

林道点検診断の結果により、計画的な施設の補修・長寿命化を図った。

2021年度方向性
急こう配の未舗装区間が多いため、雨天後に路面の凸凹が発生し、車両通行に支障をきたしている

ことから、舗装を行い維持管理のコスト削減と車両の安全性を確保する。

事業の意図
施設の適時・適正な保全対策を実施し、より一層の施設の長寿命化とライフサイクルコストの低減を図

る。

事業の実績
と
成果

取組内容

橋梁点検の結果を踏まえ、今後日常点検を行い、適正な維持管理に努める。

また未だ未舗装区間の林道が多く、路面浸食が激しく、車両通行に支障をきたしている現状

を踏まえ、年次的に舗装工事を実施していく。

成　果
未舗装林道を舗装することで、維持管理費のコスト削減が図られ、安全な車両の通行が確保

できる。

長期振興計画
の位置づけ

施策名 林業の振興

基本事業名 森林環境整備

事業名 林道保全整備事業 総事業費 0 千円


